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▲館内には、明治から大正にかけての遊泉寺銅山の貴重な写真
が並びます。

◀▲かつて銅の採掘で栄えた遊泉寺銅山は、
閉山後の植林によって美しい緑がよみがえり
ました。季節ごとに桜、梅、シャガ、つばきな
ど様々な花が咲き誇り、銅山跡を彩ります。

特集に関する問い合わせ　観光文化課　☎24・8076
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鵜
川
町
の
里
山
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
に

は
採
掘
が
始
ま
っ
て
い
た
遊
泉
寺
銅
山
。
明

治
35（
１
９
０
２
）年
に
は
土
佐（
高
知
県
）

出
身
の
実
業
家
・
竹
内
綱
が
譲
り
受
け
、
そ

の
長
男
で
、
後
に
小
松
製
作
所（
現
コ
マ
ツ
）

を
起
こ
す
竹
内
明
太
郎
が
本
格
的
な
経
営

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　
銅
山
用
電
力
を
賄
う
た
め
の
神
子
清
水

発
電
所
を
建
設
し
た
ほ
か
、
画
期
的
な
欧
米

の
最
新
技
術
の
導
入
な
ど
に
よ
り
銅
の
生

産
量
は
高
ま
り
、
大
正
初
期
に
は
千
人
近
く

が
働
く
銅
山
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
北

陸
線
小
松
駅
と
つ
な
が
る
専
用
鉄
道
の
開

通
も
あ
っ
て
、
遊
泉
寺
は
巨
大
な
鉱
山
町
と

し
て
成
長
を
遂
げ
、
た
く
さ
ん
の
商
店
が
軒

を
並
べ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

明
太
郎
は
機
械
工
業
の
重
要
性
に
も
着
目

し
、
大
正
６（
１
９
１
７
）年
に
は
鉱
山
用
機

械
の
製
作
な
ど
を
目
的
と
し
た
小
松
鉄
工

所
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
小
松
鉄
工
所
設
立
の
３
年
後

に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
で
遊
泉

寺
銅
山
は
経
営
危
機
に
直
面
し
、
閉
山
と
な

り
ま
す
。
一
方
、
小
松
鉄
工
所
は
そ
の
翌
年

の
大
正
10（
１
９
２
１
）年
に
、
銅
山
経
営
か

ら
分
離
独
立
し
て
小
松
製
作
所
と
な
り
、
現

在
の
世
界
的
建
機
メ
ー
カ
ー「
コ
マ
ツ
」へ

と
発
展
し
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
、
遊
泉
寺
銅
山
に
ま
つ
わ
る
歴
史

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
こ
ま
つ

の
原
点
「
遊
泉
寺
銅
山
」

遊
泉
寺
銅
山
跡
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　「
遊
泉
寺
銅
山
も
の
が
た
り
パ
ー
ク
」の

入
口
に
位
置
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
５
月
10
日（
日
）に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
の
が「
里
山
み
ら
い
館
」で
す
。

　
施
設
内
で
は
往
時
の
写
真
や
解
説
パ
ネ

ル
な
ど
、
歴
史
を
深
堀
り
す
る
様
々
な
展
示

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
会
議
ス
ペ
ー
ス
や

休
憩
所
な
ど
も
あ
り
、
幅
広
い
用
途
で
使
用

で
き
ま
す
。

　
遺
構
を
守
り
残
し
な
が
ら
、
小
松
の
も
の

づ
く
り
の
歴
史
や
精
神
、
文
化
を
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
遊
泉
寺
銅
山
跡
か

ら
、
今
後
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

往
時
の
銅
山
遺
構
や
歴
史
を

学
べ
る
施
設
が
誕
生

里山みらい館オープン里山みらい館オープン
遊泉寺銅山跡特  集特  集

　「ものづくりのまち」として発展を続けている小松市。この地の鉄工機械工業の原点だったとも言える
遊泉寺銅山は、閉山からちょうど100年という節目を迎えます。今回は、遊泉寺銅山跡再生に向けた取り
組みや、新しく開館する銅山の学びの施設「里山みらい館」を紹介します。

▲

銅
山
跡
に
残
る
巨
大
煙
突
な
ど
の
遺
構
や
遊
歩
道

の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

遊泉寺銅山跡
里山みらい館運営委員会
代表　石山孝一さん

　今回、遊泉寺銅山跡活用プロジェクト推進の中で、「ものづくりのまちこまつ」
の原点である銅山の貴重な遺産を後世に伝える拠点施設の整備が進み、「里山み
らい館」がオープンしたことは、地元としても大変うれしい限りです。
　この地には、遊泉寺銅山跡以外にも、ハニベ巌窟院、う川古代桜、小松の石の
文化の名所旧跡が数多く点在しています。それらを有機的に結び付けて、この地
域一帯が盛り上がるよう、これからも活動を展開してまいります。

貴重な遺産を後世に伝える
INTERVIEW

ご利用の際は、☎47・3188（ハニベ巌窟院）までご連絡ください（ハニベ巌窟院を経由して里山みらい館につながります）。

遊泉寺銅山  製錬所など遠景（明治41〈1908〉年）

一面に広がるシャガ（初夏）

桜が満開の遊泉寺銅山跡記念公園 梅林苑

が
、
高
い
技
術
力
と
多
様
な
産
業
が
集
積
す

る
小
松
の
礎
を
築
い
た
の
で
す
。

　
現
在
の
遊
泉
寺
銅
山
跡
に
は
、
高
さ
20
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
巨
大
煙
突
や
竪
坑
跡
な
ど
、

貴
重
な
遺
構
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
構
を
守
り
、
銅
山
跡
を
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
小
松
の「
石
の
文
化
」

を
構
成
す
る
文
化
財
と
し
て
後
世
に
つ
な

ぐ
た
め
、
地
元
３
町
内
会
や
商
工
会
議
所
な

ど
が
中
心
と
な
り「
遊
泉
寺
銅
山
跡
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
多
く
の
企
業
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
き
、
銅
山
跡
を「
遊
泉
寺
銅
山
も
の
が

た
り
パ
ー
ク
」と
銘
打
ち
、
も
の
づ
く
り
の

歴
史
や
里
山
の
自
然
な
ど
を「
歩
い
て
・
見

て
・
感
じ
ら
れ
る
」観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

整
備
し
て
い
ま
す
。




